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本日の話題

０．季節予報の基礎

１．新しい大気海洋結合モデルの概要と精度

２．事例比較

３．季節予報に関連する最近の話題
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０．季節予報の基礎
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・冬は寒くて、夏は暑い（季節変化）。
・気温は日々変動するが、

平年に比べて、気温が高い“時期”、
低い“時期”がある。

冷夏/猛暑や暖冬/寒冬など、
いつもの季節変化とどれだけ
かけ離れた天候が現れるか
が人々の生活に影響を与える。

平年との違いが季節予報の対象

高温

低温

2020年の東京都千代田区の気温経過(℃)

低温
高温

高温

1か月や3か月先までの日々の天
気を予報するものではない。

低温

高温

季節予報とは
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「かなり＊＊」は10年に1度
（発現率10%）の現象

５階級の場合

季節予報における３つの階級

2週間気温
予報の例
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季節予報における３つの階級

• 季節予報では「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」と
いう３つの階級になる確率を予報します

• 今回の予報が、過去30年の出現率と比較して、どのくらい数字が
大きいか、小さいかをみることが重要です

今回の予報
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季節予報で用いる地域区分

全国を11の地方に分けて予報します。
それぞれの地方を細分する場合もあります。
北海道地方：北海道日本海側、北海道太平洋側、

北海道オホーツク海側
東北地方 ：東北日本海側、東北太平洋側
近畿地方 ：近畿日本海側、近畿太平洋側
中国地方 ：山陰、山陽
九州南部・奄美地方：九州南部、奄美地方

全般 季節予報

全国を４つの地域に分けて予報します。
降水量・日照時間の予報では
日本海側と太平洋側に細分して発表します。
降雪量は、冬季の日本海側のみ発表します。

地方 季節予報
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季節予報の種類

1か月先

2週間気温予報
早期天候情報

1か月予報

３か月予報

暖候期予報

6～14日先

1週目 2週目 3～4週目

１か月目

３か月

暖候期
6～８月

毎週月・木曜日に発表検討

毎週木曜日発表

毎月25日直前の火曜日発表

毎年2月25日直前の火曜日 発表

２か月目 ３か月目

１か月

気温

気温 降水量 日照時間 降雪量（冬季：日本海側）

気温 降水量 降雪量
（冬季：日本海側）

種 類

寒候期予報
毎年9月25日直前の火曜日 発表

降水量気温

気温 降水量 降雪量（日本海側）

寒候期
１２～２月

天気予報

週間天気予報

３か月先 ６か月先

降雪量（冬季：日本海側）

気温 毎日発表

季節予報は、週平均、１か月間や３か月間といった期間全体の大まかな天候を予報 9



季節予報が対象とする現象
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時 日 週 月 季節 年
時間スケール

初期条件による予測可能性
（第１種予測可能性）

境界条件による予測可能性
（第２種予測可能性）

• 初期値に含まれる誤差が時間とともに急激に増大するため、「初期状態がどう時間発展す
るか？」という予測には限界がある（第１種予測可能性）。

• 予報時間が長くなると、海面水温など境界条件によるゆっくりとした変動をもとに、それ
に伴う大気の変動を予測する（第２種予測可能性）。

１か月予報

３か月予報

暖・寒候期予報

季節予報と予測可能性
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• 長期予報が可能であるのは、熱容量の大きい海洋のゆっくりとした変動が、
季節予報の時間スケールで予測可能であるため。

• 気候システムのうち、年々の時間スケールで変動する最も卓越した現象が、
エルニーニョ/ラニーニャ現象。

予報の種類 シグナル ノイズ

週間予報 日々の天気を支配する移動性の高・低気圧

１か月予報 天候を支配する偏西風の蛇行やブロッキング
（大気内部の長周期変動）

移動性の高・低気圧

３か月予報
暖・寒候期予報

エルニーニョ現象などの季節から年の時間
スケールで変動する海洋の影響を受ける
大気の変動

大気内部の長周期
変動

予報の手がかり
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季節予報で参照する資料

熱帯の対流活動（速度ポテンシャル） 大気循環（対流圏上層の流線関数）

大気循環（対流圏下層の流線関数）海面水温

・熱帯から中高緯度に及ぶ影響の評価が最も重要な手がかりとなる
・平年からの隔たり（偏差）をもとに予報を組み立てる

熱帯の降水量

海面気圧
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１．新しい大気海洋結合モデルの概要と精度
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新しい大気海洋結合モデル（2/9報道発表）



局地モデル
(LFM)

メソモデル
(MSM)

メソEPS
(MEPS)

全球モデル
(GSM)

全球EPS
(GEPS)

季節EPS
(JMA/MRI-

CPS3)

モデル領
域

水平
解像度

2km 5km 5km 約20km
約27km（18日まで）
約40km（それ以降）

大気約55km、
海洋0.25x0.25度

予報
期間

10時間
（毎時）

51時間
（00,12UTC）

39時間（03,06,09, 
15,18,21UTC）

39時間
（00,06,12,18UTC）

264時間
（00,12UTC）

132時間
（06,18UTC）

5.5日（06,18UTC）
11日（00UTC）
18日（12UTC）
34日（週2回）

７か月
（1日1回）

メンバー数 1 1 21 1
51（18日まで）
25（それ以降）

5/初期値

主要な
目的

航空気象情報
防災気象情報
降水短時間予報

防災気象情報
降水短時間予報
航空気象情報
分布予報
時系列予報
府県天気予報

防災気象情報
航空気象情報
分布予報
時系列予報
府県天気予報

分布予報
時系列予報
府県天気予報
台風予報

週間天気予報
航空気象情報

台風予報
週間天気予報
早期天候情報
２週間気温予報
１か月予報

３か月予報
暖候期予報
寒候期予報

ｴﾙﾆｰﾆｮ監視速報

初期値
解析手法

ハイブリッド3次元変分法 4次元変分法
メソモデルの初期値

+ SV*の摂動
（初期値＋側面）

ハイブリッド
4次元変分法

全球モデルの初期値＋
SV*の摂動

＋LETKF**の摂動

4次元変分法
＋BGM***法の摂動

SST
HIMSST
（固定値）

海洋混合層モデル
HIMSST
（固定値）

MGDSST
（偏差固定）

2段階SST

(7日目以降にCPS3の
予測SSTを利用）

海洋モデル
予測値

*SV:特異ベクトル / **LETKF:局所アンサンブル変換カルマンフィルタ / ***BGM法:成長モード育成法

→更新(2022年2月~)気象庁で運用している数値予報モデル

16



季節アンサンブル予報システム 新旧比較
システム名 JMA/MRI-CPS3 (GSM2003+MRI.COMv4.6) JMA/MRI-CPS2 (GSM1011+MRI.COMv3.4)

水平分解能 大気：約55km
海洋：経度方向0.25度×緯度方向0.25度

大気：約110ｋｍ
海洋：経度方向1.0度×緯度方向0.5-0.3度

鉛直層数 大気：100層（上端0.01hPa）
海洋：60層

大気：60層（上端0.1hPa）
海洋：52層＋海底境界層

初期値 大気：全球速報解析
陸面：オフライン地表面解析（*）
海洋：４次元変分法（*）
海氷：３次元変分法（*）
*  大気強制力は、速報解析部分が全球速報解析で、
遅延解析部分がJRA-3Q

大気：気象庁第２次長期再解析（JRA-55）
陸面：JRA-55
海洋：３次元変分法（大気強制力：JRA-55）
海氷：初期値化なし

予報時間 240日 240日

現業運用仕様 毎日00UTC初期値 5メンバー 5日おき00UTC初期値 13メンバー

再予報 24初期値×5メンバー×30年（1991～2020年） 24初期値×5メンバー×41年（1979～2019年）

再予報初期値 大気：気象庁第３次長期再解析（JRA-3Q）
海洋：４次元変分法（大気強制力：JRA-3Q）

大気：気象庁第２次長期再解析（JRA-55）
海洋：３次元変分法（大気強制力：JRA-55）

プロダクト解像
度

全球域1.25度、日本域0.5625度 全球域2.5度
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日本
新季節EPS

日本
旧季節EPS

欧州
ECMWF

英国
UKMO

仏国
MetFr

米国
NCEP

大気解像度 約55km
100層

約110km
60層

約36km
91層

約50km
85層

約36km
137層

約100km
64層

海洋解像度 0.25度
60層

1.0×0.3-0.5度
52層+海底境界

0.25度
75層

0.25度
75層

0.25度
75層

0.25度
40層

実行頻度 毎日1回 5日に1回 月1回 毎日1回 月1回 毎日1回

初期値あたり
メンバー数

5 13 51 4 51 4

月あたり
メンバー数

約150 約78 51 約120 51 約120

予報時間 240日 240日 7～13か月 195日 7か月 9か月

モデル仕様 国際比較
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エルニーニョ予測・季節予報のスコア

3か月予報 暖候期予報

寒候期予報

予報発表月

ア
ノ
マ
リ
ー
相
関

季節予報の予測精度

■現行の季節アンサンブル予報システム
■旧季節アンサンブル予報システム

―現行の季節アンサンブル予報システム
―旧季節アンサンブル予報システム

予報発表月からの経過時間（月）

ア
ノ
マ
リ
ー
相
関

エルニーニョ現象の予測精度
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海洋変動の予測精度

CPS3

CPS2

➢ 事例に拠って過大・過小だったスプレッドがより適切になり、春初期値のENSO大外しが改善する傾向

エルニーニョ監視海域の海面水温偏差予測（赤）と実況（黒）
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海洋変動の予測精度

➢渦許容解像度化によりペルー沿岸、ガラパゴス諸島西岸など湧昇域の表現が改善

➢赤道不安定波に伴う海洋渦の表現向上による赤道と南北両半球間の熱交換
➢ ENSO に伴う東太平洋SST偏差の表現がより現実的に

（0.05度解像度 衛星観測利用解析値） （大気Tl319－海洋0.25x0.25°） （大気Tl159－海洋1x0.3-0.5°）

1999年12月12日00UTC初期値予報10-14日目平均（12/22-26) 海面水温予測値

* AnalysisはESA SST CCI* Level 4
Merchant et al. (2014)
海洋同化に使用していない独立SST解析値

CPS3 CPS2Analysis

南
米
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海洋変動の予測精度

旧季節アンサンブル予報システム現行の季節アンサンブル予報システム解析値（MGDSST）

[K]

➢ 東部太平洋赤道域の変動過大が改善
➢ インド洋東部（IOD東極）の変動過小が改善
➢ 中緯度前線帯の変動が改善（図略）

海面水温標準偏差 7月初期値
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海氷データを同化

北半球

南半球

COBE-ICE

MOVE-G2

➢ CPS3では海氷データ同化システムを導入。北半球の海氷減少トレンドの表現はほぼ同等だが、季節サイクルや
年々変動が独立解析に近づき、期待通り同化システムが機能していることを示す

MOVE-G3F（新システム） MOVE-G2（旧システム）

COBE-ICE

MOVE-G3F

※海氷データ同化ナシ※海氷データ同化アリ

気候値の季節変化月平均偏差の経年変化 気候値の季節変化月平均偏差の経年変化

199
5

‘00 ‘05 ‘10 ‘15 1995 ‘00 ‘05 ‘10 ‘15Jan Dec Jan Dec
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海面水温バイアス

黒潮続流域の低温バイアス、ITCZ域（太平洋東部等）の高温バイアスが改善。

低温域の割合が増え、夏季インド洋ダイポール域の東極の低温バイアスはやや改悪。

CPS2CPS3

４月末初期値

JJA

10月末初期値

DJF

（1991-2020年）
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赤道季節内変動

― 新しい季節アンサンブル予報システム
― 現行の季節アンサンブル予報システム

初期値からの経過日数

相関

解析値（JRA-3Q） 現行の季節アンサンブル予報システム

➢現行の季節アンサンブル予報システムでは、
赤道季節内振動（MJO）の強い振幅が維
持されつつ東進がより明瞭に見られるように
なった。

200hPa速度ポテンシャルのホフメラー図

旧季節アンサンブル予報システム
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モンスーンの予測精度

初期値月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

SAMOI 0.83 0.86 0.84 0.51 0.47 0.67 0.78 0.82 0.86 0.85 0.90 0.88

WNPM 0.72 0.64 0.72 0.63 0.65 0.20 0.51 0.66 0.75 0.76 0.87 0.81

SA 0.79 0.74 0.58 0.05 0.31 0.43 0.51 0.49 0.53 0.44 0.69 0.81

CI1 0.58 0.66 0.42 0.20 0.21 0.55 0.55 0.47 0.52 0.41 0.34 0.55

CI2 0.67 0.69 0.76 0.62 0.45 0.20 0.63 0.74 0.81 0.76 0.88 0.80

MC 0.68 0.65 0.73 0.79 0.84 0.88 0.90 0.88 0.87 0.75 0.87 0.75

DL 0.79 0.83 0.89 0.89 0.89 0.86 0.76 0.74 0.80 0.85 0.83 0.79

オンセット前の初期値において
インドモンスーンの予測精度が低い
ただし、改善傾向

モンスーン成熟期以降の初期値では
モンスーンの予測精度は何れも良好
ただし、改悪傾向

台風シーズン前の初期値において
北西太平洋モンスーンの予測精度が低く
改悪傾向

日付変更線付近と海洋大陸の
予測精度は年間を通じて高い

インドモンスーンは年間を
通じて予測精度が低め

モンスーン指数のアノマリー相関（スコア）

青字
赤字

改善
改悪
スコア≧0.5
スコア＜0.3

※再予報検証のLAF構成は、月中頃と月末初期値であることに留意
※初期値翌月を0か月目とした時の1～3か月目平均の予測精度を示す

26

熱帯のさまざまな領域の
対流活動の強さの指標

SAMOI域



テレコネクションの予測精度

初期値月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

PNA 0.27 0.36 0.19 0.52 -0.01 0.20 0.11 0.03 0.30 0.42 0.65 0.41

TNH 0.27 0.44 0.03 0.30 -0.13 0.07 0.11 -0.24 0.24 0.47 0.60 0.34

WA 0.20 0.43 0.03 0.51 0.49 0.16 0.11 -0.20 0.31 0.33 0.47 0.19

WP 0.16 0.34 0.18 0.48 0.30 0.50 0.29 0.11 0.21 0.31 0.39 0.53

EA -0.19 0.19 0.18 0.50 0.12 0.01 0.02 -0.06 0.01 -0.04 0.17 0.17

EU 0.11 0.33 0.25 0.43 0.25 0.52 0.08 -0.16 0.27 0.15 0.34 0.19

NAO 0.18 0.34 0.04 0.46 0.29 -0.25 0.22 -0.21 -0.02 -0.01 0.35 0.20

AO夏 0.14 0.33 0.00 0.48 0.23 -0.16 0.27 -0.27 -0.01 -0.13 0.34 0.23

AO冬 0.18 0.31 0.04 0.47 0.24 -0.30 0.15 -0.26 -0.06 -0.06 0.28 0.23

秋後半～春前半初期値の予測精度は高く、改善傾向
春後半～秋前半初期値の予測精度は低く、改善傾向不明瞭

※再予報検証のLAF構成は、月中頃と月末初期値であることに留意
※初期値翌月を0か月目とした時の1～3か月目平均の予測精度を示す

テレコネクション指数のアノマリー相関（スコア）

青字
赤字

改善
改悪
スコア≧0.3
スコア＜0.2
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ブロッキングの再現性

解析値（JRA-3Q）
（現実のブロッキング発生回数）

現行季節アンサンブル予報システム 旧季節アンサンブル予報システム

➢FT=4-27dyのブロッキング高気圧の出現頻度
大西洋側の頻度過小バイアスの改善 28

（発生回数のバイアス）



北極海氷の予測精度

➢初期値での過大バイアス、予報の過小バイアスが共に改善

現行の季節アンサンブル予報システム 旧季節アンサンブル予報システム

29

（
海
氷
面
積
の
バ
イ
ア
ス
）

色の違いは初期値を表す



海面気圧の予測精度（冬）

➢冬季シベリア高気圧のバイアスは改善、アリューシャン低気圧のバイアスは反転

現行の季節アンサンブル予報システム 旧季節アンサンブル予報システム

30

（海面気圧のバイアス）



成層圏突然昇温
北半球冬季の10hPa-60N風が東風になる＆中緯度より
極が高温になる（Butler et al. 2015）事例を抽出

➢ 強い極渦バイアス＆SSWの発生頻度過少
➢ 現象の終息が遅れる傾向

CPS3 CPS2JRA-3Q再解析

発生頻度 0.6個/年 (30事例) 発生頻度 0.68個/年 (300事例*) 発生頻度 0.36個/年 (300事例*)

気圧

時間

ともに改善

発生日

*10/13, 10/28初期値 10メンバーx30年
31



予測計算実行スケジュールの変更

CPS2:
5日に1回、13メンバ分の予測計算を行う

CPS3:
毎日5メンバ分の予測計算を行う

・5日間隔の制約に縛られずに予報を利用できる

・1か月予報や2週間予報に使われる全球アンサン
ブルの下部境界条件として、より新しい予報に基づく
海面水温を提供できる

メリット

32



２．事例比較
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近年の顕著な気温

日本の夏平均気温 日本の冬平均気温

34



2003年冷夏 2019/20年暖冬

2022年2月9日気象庁報道発表資料より
35



CPS2

CPS3

解析

2003年夏の循環場
SST 200hPa速度ポテンシャル 200hPa流線関数

36



2019/20年冬（暖冬）

CPS2

CPS3

解析

2019/20年冬の循環場
SST 200hPa速度ポテンシャル 200hPa流線関数

37



冷夏、猛暑

CPS3 CPS2

1993年夏（冷夏）

CPS3 CPS2

1994年夏（猛暑）

CPS3 CPS2

2010年夏（猛暑）

極端な高温・低温の夏の予測精度比較（いずれも2月初期値予報）

わずかに改善傾向 わずかに改善傾向 改善傾向
38



寒冬、暖冬

CPS3 CPS2

2005/06年冬（寒冬）

CPS3 CPS2

2006/07年冬（暖冬）

CPS3 CPS2

2017/18年冬（寒冬）

極端な高温・低温の冬の予測精度比較（いずれも8月初期値予報）

わずかに改善傾向 改善傾向 改悪傾向
39



2022年2月発表の暖候期予報

新しい季節予報モデルによる、初めての夏の予報

40

6～8月対象の3か月予報は、5/24に発表します



３．季節予報に関連する最近の話題

41



季節予報の精度 経年変化

42

1か月予報のための数値予報の予測精度
前1年移動平均のアノマリー相関係数（北半球500hPa高度）

1か月予報のための数値予報の精度は、1996年の運用開始以降、高解像度化等のモデル改良、初期
値の改良、アンサンブル手法の改良、境界条件の改良等により着実に向上。

1週目

4週平
均
2週目

3～4週
目

季節予報の予測技術は着実に向上。数値予報モデルの改良により、今後も予
測精度向上の見込み。しかし、利活用は進んでいなかった。

良
い

悪
い



消防庁などとの協力によ
る、熱中症対策を呼びか
ける情報の改善

宮城県水産研究センターと
の協力による、わかめ養殖
向け水温予測

共同調査：気候の影響評価と予報利用効
果の実証
2012-13 アパレル
2014 ドラッグストアー
2015-16 スーパーマーケット、コンビニ
2016-17 飲料、大手家電分野
2018   飲料

農業研究機関との共同研究：

農研機構との「気象予測を活用した農業技術情報の高度
化に関する研究」（2011～2015年）
中央農研 ：メッシュ農業気象データ作成と主要作物の生育予測
東北農研 ：２週目気温予測メッシュ作成・提供とアマテラスの構築
北海道農研 ：野良イモ防除のための土壌凍結深予測
近畿中国四国農研：小麦赤かび病防除のための小麦開花日予測
九州沖縄農研 ：水稲の高温障害予測

気候の影響を受けやすい分野の専門家と連携した共同調査や研究により、季節予報を使った
「気候リスク管理」（気候の影響を軽減あるいは利用）の“成功事例”を創出する

季節予報の利用拡大の取り組み

43



開花期（5月頃、年々の寒暖差で2～3週間変動）
の薬剤散布が有効

⇒ 無人ヘリコプターを利用
⇒ ２～３週間前の予約が必要

開花期予測（気温や日長を利用）
従来：気温平年値を利用 ⇒ 気温予測値の利用

小麦赤かび病
➢ 小麦粒中にかび毒を蓄積させる
➢ 開花時期に発生

全国農業共済協会HPより
http://nosai.or.jp/mt6/2012/06/post-2421.html

問題

リアルタイムアメダスを用いた麦の発育ステージ予測（農研機

構HP）
http://www.naro.affrc.go.jp/org/warc/meteo_fukuyama/WEB/wheat/index_mugi.htm l

農水省HPより
http://www.maff.go.jp/j/syouan
/seisaku/risk_analysis/priority/k

abidoku/

「気候予測情報を活用した農業技術情報の高度化に関する研究」共同研究報告書
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_jiturei.html

○気温予測値を利用するメリット
開花3週前の時点（通常4月10日頃）において、
20年分（1991～2010年）で改善は13年、改
悪は3年、極端な高温の際には数日（最大３
日）程度改善。

農業
対策

農研機構における
「小麦赤かび病を適
期に防除するための
開花期予測システ
ム」の運用

季節予報の利用拡大の取り組み

44
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季節予報の利用拡大の取り組み
全国各地で実施している、農業指導普及員向けのセ
ミナー等を通して、天候の見通し（気温予測デー
タ）を定量的に活用した栽培管理事例が創出され、
都道府県の営農指導情報などに反映されている。

HP等で確認した活用例も含む https://www.data.jma.go.jp/risk/pdf/riyou_catalog.pdf

作物 項目 具体的な情報例

早
期
警
戒

野菜 冷害・高温
障害対策

徳島県 ニンジンの栽培開孔判断資料

花き 鳥取県 ストックの出荷時期調整

発
育
・
防
除
適
期
予
測

水稲 収穫適期予測 山形県 おきたま米づくり情報 https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_kensho.html
香川県 「おいでまい」通信
新潟県 稲作技術情報

小麦 開花日予測
（赤カビ病対策）

農研機構 西日本農研センター リアルタイムアメダスを用いた麦の発育ステージ予測
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_komugi.html

果樹 開花日予測等 山梨県 モモの開花予想と開花日
福島県 果樹（ナシ、モモ、リンゴ）の開花予測、収穫予測での検証
埼玉県 ナシ開花予測

野菜・茶 収穫適期予測 岐阜県 2週間気温予報を活用した出荷予測の活用の紹介
佐賀県 お茶づくり技術情報

病害虫 発生予察 栃木県 植物防疫ニュース ヒメトビウンカ第一世代発生時期予測
岩手県 農作物病害虫防除速報 アカスジカスミカメ（斑点米カメムシ）第一世代発生予測
沖縄県 技術情報 カンシャコバネナガカメムシ（サトウキビの害虫）の防除適期

水産 養殖関連情報 青森県 水温予測
宮城県 ワカメ養殖通報
福岡県 ノリ養殖通報 45

https://www.data.jma.go.jp/risk/pdf/riyou_catalog.pdf


季節予報の利用拡大の取り組み

46



季節予報の利用拡大の取り組み

2022年3月まで 2022年4月から

季節予報支援資料の改善～文章形式から、カラー図表を利用したビジュアルな形式へ

47



新たなサービスの可能性 台風季節予報＜検討中＞
- 世界の多くの熱帯低
気圧発生海域で季節
予報を提供

- 北西太平洋では…？

大西洋、中・東部太平洋 南東インド洋、南西太平洋

南西インド洋

The Panel requested RSMC New 
Delhi to consider providing 
seasonal forecasting of tropical 
cyclones to the Panel Members as 
early as possible. 

北インド洋も計画中

48
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新たなサービスの可能性 台風季節予報＜検討中＞

北西太平洋の台風発生に関係する循環場の概念モデル
(Fudeyasu and Yoshida (2018))

- 台風発生数や発生位置はモンスーンの西風
や太平洋高気圧の張り出しに影響される。

- これらはエルニーニョ・ラニーニャ現象、インド
洋の海洋変動などが関係する。

季節スケールの予測可能性

イメージ



新たなサービスの可能性 ６か月予報＜検討中＞

- 農業や家電等の生産計画
には６か月やさらに長い予
報が必要との意見も

- エルニーニョ監視速報では、
すでに6か月先までの見通
しを毎月発表

イメージ

20XX年11月発表
3~5月平均気温

エルニーニョ監視海域の月平均海面
水温の基準値との差の経過と予測

50



＜関連＞1年先予測の研究

2021年4月7日気象研究所報道発表資料より

エルニーニョ現象の影響が翌夏まで尾を引くことを
手掛かりに1年先の夏のモンスーン予測に成功

51
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＜関連＞1年先予測の研究

2021年4月7日気象研究所報道発表資料より

インド洋熱帯域の海洋変動が日本の
天候へ影響を及ぼすメカニズム

https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/data/elnino/learning/faq/whatiselnino3.html



2030年の気象業務の方向性

※交通政策審議会
気象分科会提言
「2030年の科学技
術を見据えた気象業
務のあり方」について
より 53



2030年の季節予報の姿

2週間先まで

1か月先まで
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2030年の季節予報の姿

3か月先まで
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まとめ

- 季節予報は熱帯の大気・海洋からの影響を最大の手がかりとする確率予報

- 新しい季節予報モデルでは赤道季節内変動やエルニーニョ現象など、熱帯の大気

海洋現象の精度が改善

- 2003年冷夏や2019/20年暖冬事例で確率予報のメリハリ向上

- 3か月予報の利活用拡大に向けた取り組み

- 新たな季節予報サービスの展開、2030年の予報の姿
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季節予報関係資料

https://ds.data.jma.go.jp/tcc/tcc /products/model/index.html → 最新の予測資料を見てみましょう

外国気象機関の予報官向けに提供している予報資料をご覧いただけます

57

Tokyo climate center 検索

https://ds.data.jma.go.jp/tcc/tcc/products/model/index.html
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